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組合せゲーム理論とは，運の要素や伏せられた情報がないゲームの必勝法や数学的な構造を探る
理論であり，ゲームという身近で楽しい題材を取り扱いつつ，深い数学的な構造を含んでいる非常
に興味深い理論である．近年では，ゲームの必勝法を調べるだけでなく，他の数学分野との繋がり
が調べられたり，競技プログラミングの問題として取り上げられたりしている．
本講演では，二人が交互に着手し，必ず有限手数で終了して，着手できなくなった方が負ける
ゲームを中心に，この理論の基本的な考え方を紹介する．
まず，各局面で二人に同じ着手が許される「不偏ゲーム」を扱う．代表例である石取りゲーム

Nim（ニム）を通して，先手と後手のどちらに必勝法があるのか，どのように判定すればよいかを
考える．さらに，局面に非負整数を対応させる「グランディ数」を紹介し，ルールの異なるゲーム
を共通の方法で解析する考え方を説明する．特に，複数のゲームを組み合わせて遊ぶとき，個々の
ゲームの勝敗だけでは分からない情報を，グランディ数がどのように捉えるのかを見ていく．
次に，プレイヤーによって可能な着手が異なる場合がある「非不偏ゲーム」を扱う．局面を比較
したり足し合わせたりする考え方を紹介する．そこでは，整数や分数に対応する局面のほか，通常
の数では表せない値を持つ局面も現れる．ゲームを数のように扱うことで，局面の有利・不利や，
複数のゲームを組み合わせたときの勝敗を調べられることを説明する．
最後に，時間が余れば，他分野への応用について簡単に紹介する．
前提とする知識は，論理と集合の初歩のみであり，ゲームのルールや必要な用語はその都度説明
する．
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